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綱引き南北対抗
　平成6年度の町民体育祭が、10月9日（日）に運動公園で多数の皆さんの参加

を得て盛大に開催されました。

　写真は、南・北小学校対抗の綱引き。勝敗はいずれにしても最後まで全力を

尽くした熱戦がくりひろげられました。
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平
成
五
年
六
月
に
制
定
さ
れ
た
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
に
基
づ
き
、
本
年
六
月
に
「
江
南
町
農
業

経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
従
来
の
土

地
利
用
型
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
を
中
心
と
し
た
認

定
制
度
を
拡
充
し
、
認
定
対
象
に
施
設
型
農
業
経
営

を
含
め
、
経
営
改
善
の
手
段
と
し
て
規
模
拡
大
の
他

に
、
生
産
方
式
・
経
営
管
理
の
方
法
・
農
業
従
事
の

様
態
な
ど
の
改
善
計
画
を
作
成
し
て
、
江
南
町
の
認

定
を
受
け
る
よ
う
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

1
　
認
定
農
業
者
と
は

　
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
を

目
指
し
、
地
域
農
業
の
大
宗
を
担
う
よ

う
な
農
業
者
で
江
南
町
が
認
定
し
た
人

を
『
認
定
農
業
者
』
と
い
い
ま
す
。

　
認
定
農
業
者
に
対
し
て
は
、
関
係
機

関
・
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
農
地
の
利

用
集
積
や
経
営
改
善
の
た
め
の
各
種
施

策
を
重
点
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

2
　
農
業
経
営
改
善
計
画
の
申
請

　
認
定
農
業
者
と
な
る
た
め
に
は
、
農

業
経
営
の
現
状
及
び
五
年
後
の
農
業
経

営
の
目
標
と
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め

の
方
法
な
ど
を
記
載
し
た
『
農
業
経
営

改
善
計
画
』
を
作
成
し
、
江
南
町
に
申

請
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
江
南
町
は
、
農
業
者
か
ら
申
請
さ
れ

た
農
業
改
善
計
画
が
、
江
南
町
の
定
め

た
『
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
に
関
す

る
基
本
的
な
構
想
』
　
（
基
本
構
想
）
に

照
ら
し
、
適
切
な
も
の
で
あ
る
な
ど
認

定
基
準
に
適
合
す
る
場
合
は
、
五
年
間

の
有
効
期
間
を
つ
け
て
認
定
し
ま
す
。

3
　
認
定
農
業
者
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
各
種
支
援
措
置

　
認
定
農
業
者
が
経
営
規
模
拡
大
の
た

め
農
地
の
あ
っ
せ
ん
を
申
し
出
た
場
合
、

農
業
委
員
会
（
農
地
銀
行
）
な
ど
は
優

先
的
に
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
経
営
改
善
の
た
め
の
資
金

と
し
て
長
期
で
低
利
な
資
金
が
借
り
入

れ
ら
れ
る
な
ど
の
各
種
支
援
措
置
が
講

じ
ら
れ
ま
す
。

認
定
農
業
者
の

　
　
　
メ
リ
ツ
ト
・
特
典

1
　
連
担
化
助
成
資
金
等
が

　
　
　
　
　
　
　
交
付
さ
れ
ま
す
。

ω
担
い
手
規
模
拡
大
円
滑
化
助
成
事
業

　
（
国
庫
）

　
認
定
農
業
者
な
ど
が
借
り
入
れ
た
農

地
ま
た
は
農
作
業
受
託
地
な
ど
が
】
定

面
積
以
上
連
担
化
し
た
場
合
、
農
用
地

利
用
改
善
団
体
な
ど
に
対
し
連
担
化
助

成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

交
付
要
件

面　積 おおむね2ha以上の地続き

権　利 賃借権又は農作業受委託

受け手 認定農業者又は5ha以上規模農家

交付対象者 農用地利用改善団体、地域農業集団等

交付金額

「（1Qa・当た

　り単価）

☆賃借権設定

　3～6年　新規　　8，000円　再設定　　6，000円

　6～10年　新規20，000円　再設定16，000円
　10年以上　新規30，000円　再設定24，000円
☆農作業受委託

　3年以上　新規　　8，000円

●

㈲
認
定
農
業
者
規
模
拡
大
助
成
事
業

　
（
県
単
）

ア
、
流
動
化
推
進
助
成
金
交
付
事
業

　
農
地
利
用
改
善
団
体
な
ど
が
農
地
流

動
化
計
画
に
基
づ
き
、
認
定
農
業
者
な

ど
に
農
地
集
積
（
作
業
受
委
託
を
含
む
）

を
計
画
的
に
行
っ
た
場
合
、
助
成
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

交・

付
要
件

面　積 おおむね60a以上2ha未満の地続き

権　利 賃借権又は農作業受委託（契約期間はいずれも3年以上）

受け手 認定農業者又は5ha以上規模農家（いずれも見込みを含む）

交付対象者 農用地利用改善団体、地域農業集団等

交付金麟 ☆賃借権設定：　　　10a当たり5，000円

☆農作業受委託＝　　10a当たり5，000円

イ
、
区
画
拡
大
型
農
地
流
動
化
奨
励
金

　
交
付
事
業

　
認
定
農
家
な
ど
へ
貸
付
ま
た
は
農
作

業
の
全
面
委
託
を
行
っ
て
い
る
農
地
の

け
い
は
ん

畦
畔
除
去
に
つ
い
て
同
意
し
た
場
合
、

貸
手
に
対
し
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

（2）
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⑧
G
G
α
G
G
G
G
G
G
G
G
G
⑧

●

農業振興地域（水田面積おおむね100ha以上の市町村）実施対象地域

①畦畔除去により、おおむね20a以上の区画となること

②3年以上の利用権設定又は全面作業委託
交付要件

1区画の面積、区画数等により積算を行う　（1／2補助）交付金額

2
　
経
営
改
善
の
た
め
の
長
期
・
低
利

　
な
制
度
資
金
の
融
資
が
受
け
ら
れ
ま

　
す
。

ω
農
業
経
営
基
盤
強
化
基
金

　
（
農
林
漁
業
金
融
公
庫
に
よ
る
資
金
）

●
貸
付
対
象
者

　
認
定
農
業
者
で
簿
記
記
帳
を
行
っ
て

い
る
人
（
簿
記
記
帳
を
行
う
こ
と
が
確

実
と
見
込
ま
れ
る
場
合
を
含
む
）

●
資
金
の
使
途

　
経
営
改
善
計
画
の
達
成
に
必
要
な
資

金　
例
☆
農
地
の
取
得
・
改
良

　
　
☆
施
設
・
機
械
な
ど
の
改
良
・
造

　
　
　
成
・
取
得
な
ど

　
　
☆
農
産
物
の
加
工
・
流
通
・
販
売

　
　
　
施
設
な
ど
の
改
良
・
造
成
・
取

　
　
　
得
な
ど

　
　
☆
家
畜
・
果
樹
な
ど
の
導
入
、
農

　
　
　
地
な
ど
の
賃
借
料
の
支
払
い
、

　
　
　
そ
の
他
農
業
経
営
の
改
善
を
目

　
　
　
的
と
し
た
長
期
資
金

●
貸
付
条
件

　
☆
金
利

　
　
公
庫
貸
付
金
利
　
三
・
五
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
固
定
）

　
　
別
途
利
子
助
成
に
よ
り
引
き
下
げ

　
　
【
実
行
金
利
二
・
O
％
（
金
利
情

　
　
勢
に
よ
り
変
動
）
】

　
☆
償
還
期
間

　
　
二
十
五
年
（
う
ち
据
置
十
年
）

　
☆
融
資
限
度
額

　
　
個
人
　
一
億
五
千
万
円

　
　
　
　
　
（
複
合
経
営
等
三
億
円
）

　
　
法
人
　
五
億
円

⑭
農
業
経
営
改
善
促
進
資
金

　
（
J
A
・
銀
行
・
信
金
に
よ
る
融
資
）

●
貸
付
対
象
者

　
認
定
農
業
者
で
次
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
人

　
①
簿
記
記
帳
ま
た
は
記
帳
す
る
こ
と

　
　
が
確
実
な
人

　
②
運
転
資
金
を
必
要
と
し
て
い
る
改

　
　
善
措
置
を
内
容
と
し
た
計
画
の
人

　
③
②
の
具
体
的
な
改
善
措
置
に
つ
い

　
　
て
実
施
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
実

　
　
施
が
確
実
な
人

　
④
既
往
借
入
金
の
返
済
財
源
が
確
保

　
　
●

　
　
さ
れ
て
い
る
こ
と

●
資
金
の
使
途

　
経
営
改
善
計
画
の
達
成
に
必
要
な
運

転
資
金

　
例
　
種
苗
代
、
肥
料
代
、
飼
料
代
、

　
　
家
畜
な
ど
の
購
入
費
、
修
繕
費
、

　
　
リ
ー
ス
、
レ
ン
タ
ル
料
、
地
代
（
賃

　
　
借
料
）
な
ど

●
貸
付
け
方
式

　
極
度
貸
付
方
式
に
よ
る
当
座
貸
越
ま

た
は
手
形
貸
付

　
☆
金
利

　
　
現
在
の
金
利
情
勢
（
短
プ
ラ
三
・

　
　
O
％
）
の
下
で
三
・
三
％
（
変
動
）

　
☆
償
還
期
間

　
　
手
形
貸
付
の
場
合
一
年
以
内
、
当

　
　
座
貸
越
に
あ
っ
て
は
一
年
程
度
の

　
　
当
座
貸
越
契
約
期
間
内

　
☆
融
資
限
度
額

　
　
個
人
　
五
百
万
円
（
畜
産
・
施
設

　
　
　
　
　
園
芸
経
営
は
一
一
千
万
円
）

　
　
法
人
　
二
千
万
円
（
畜
産
・
施
設

　
　
　
　
　
園
芸
経
営
は
八
千
万
円
）

3
　
農
機
具
な
ど
の
割
増
制
度
の
適
用

　
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
者

　
認
定
農
業
者
（
平
成
四
年
四
月
一
日

～
平
成
七
年
三
月
三
十
一
日
の
間
に
経

営
規
模
拡
大
ま
た
は
経
営
改
善
計
画
の

認
定
を
受
け
た
人
）
で
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
人
が
適
用
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
①
青
色
申
告
を
し
て
い
る
農
業
者

　
②
経
営
類
型
に
よ
っ
て
次
の
要
件
を

　
　
達
成
し
た
場
合

　
　
☆
水
稲
・
畑
作
【
認
定
の
日
か
ら

　
　
　
五
年
以
内
認
定
時
の
経
営
面
積

　
　
　
の
五
〇
％
ま
た
は
二
㎞
以
上
の

　
　
　
経
営
面
積
の
拡
大
】

　
　
☆
施
設
園
芸
【
認
定
時
施
設
設
置

　
　
　
面
積
の
五
〇
％
の
拡
大
】

　
　
☆
畜
産
（
乳
用
牛
、
肉
用
牛
、
豚
、

　
　
　
鶏
）
　
【
認
定
時
畜
舎
面
積
の
二

　
　
　
〇
％
以
上
の
拡
大
ま
た
は
乳
用

　
　
　
牛
に
つ
い
て
は
、
認
定
時
飼
養

　
　
　
頭
数
の
二
〇
％
以
上
の
拡
大
】

　
　
☆
果
樹
・
茶
樹
【
認
定
時
果
樹
・

　
　
　
茶
樹
園
の
五
〇
％
以
上
の
拡
大
】

●
対
象
機
械
等

　
農
業
用
の
構
築
物
、
運
搬
機
器
及
び

機
械
類
及
び
備
品

●
割
増
償
却
率

　
普
通
償
却
額
の
二
〇
％

●
対
象
期
間

　
認
定
の
年
以
降
五
年
間
（
但
し
、
実

施
期
間
は
平
成
八
年
度
ま
で
）

倒妊

（3）



　
〔
ア
メ
リ
カ
の
酪
農
〕

　
朝
八
時
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ホ
テ

ル
を
専
用
バ
ス
で
出
発
、
今
日
の
視
察

予
定
は
、
大
型
酪
農
農
場
と
米
作
農
場

で
あ
る
。
一
時
問
ぐ
ら
い
で
現
地
に
着

く
と
い
う
こ
と
で
車
は
北
へ
向
か
っ
て

進
む
。

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
雨
が
少
な
く
年

間
で
も
十
日
か
ら
十
五
日
ぐ
ら
い
し
か

降
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
サ
タ
ラ
メ

ン
ト
を
中
心
に
農
業
が
栄
え
て
い
る
と

い
う
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
現
地
に
九

時
に
到
着
。

　
広
々
と
し
た
農
場
の
ま
わ
り
は
小
高

い
山
々
が
見
渡
す
か
ぎ
り
続
い
て
い
て
、

見
る
か
ら
に
大
型
農
場
に
む
い
て
い
る

地
形
で
あ
る
。

　
農
場
の
奥
さ
ん
ス
ー
さ
ん
が
い
ろ
い

ろ
と
説
明
し
て
下
さ
る
。
こ
の
家
は
百

年
以
上
も
酪
農
が
続
け
ら
れ
て
い
て
、

一
九
五
九
年
に
父
の
農
場
と
な
り
農
場

主
の
ジ
ム
さ
ん
も
父
の
手
伝
い
を
し
て

い
た
が
、
父
が
急
に
働
け
な
く
な
っ
た

の
で
父
か
ら
買
い
受
け
た
そ
う
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
親
か
ら
で
も
経
営
し
て

い
た
土
地
や
物
は
買
い
受
け
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
で
、
今
は
五
千
ド
ル
づ
つ

支
払
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
乳
牛
六
〇
〇
頭
で
現
在
、
乳
が
し
ぼ

れ
る
牛
は
、
二
五
〇
頭
、
他
は
育
成
牛

と
子
牛
、
仕
事
は
分
担
し
従
業
員
二
人

が
乳
を
し
ぼ
り
一
人
は
飼
料
を
あ
た
え

た
り
、
手
入
れ
を
し
て
い
る
。
特
に
忙
し

い
時
は
他
に
二
人
ぐ
ら
い
た
の
む
よ
う

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
自
分
の
子
供

で
あ
っ
て
も
働
か
な
い
子
に
は
お
金
を

あ
げ
な
い
。
日
本
で
は
、
お
年
玉
や
お

こ
づ
か
い
を
あ
げ
て
い
る
が
、
ア
メ
リ

カ
は
働
き
に
よ
っ
て
、
た
と
え
兄
で
も

弟
よ
り
少
な
い
時
が
あ
る
と
の
こ
と
。

子
供
に
は
一
時
間
三
ド
ル
か
ら
四
ド
ル

を
支
払
う
。

　
飼
料
は
牧
草
、
大
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
え
ん
麦
、
大
豆
、
と
う
麦
、
米
ぬ

か
、
水
、
こ
れ
ら
が
主
な
飼
料
と
の
こ

と
。
乳
を
し
ぼ
っ
て
い
る
牛
に
は
脂
肪

分
を
良
く
す
る
た
め
に
、
ア
ー
モ
ン
ド

の
皮
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
多
く
与
え
る
。

　
牛
乳
は
一
二
、
0
0
0
眉
入
る
タ
ン

タ
に
入
れ
、
二
～
三
度
に
保
ち
夕
方
六

時
頃
に
は
会
社
か
ら
毎
日
集
め
に
く
る
。

　
牛
は
草
を
食
べ
な
が
ら
、
ま
た
運
動

を
し
な
が
ら
小
高
い
山
に
だ
ん
だ
ん
と

登
っ
て
行
き
、
の
ん
び
り
と
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
水
な
ど
を
与
え
た
り
必

要
な
時
間
に
な
る
と
、
バ
イ
ク
で
山
道

を
登
り
高
く
か
ら
牛
を
集
め
て
、
山
の

坂
道
を
追
う
と
、
牛
も
な
れ
た
坂
道
を

小
走
り
に
下
り
て
く
る
の
が
絵
に
な
る

風
景
で
あ
っ
た
。

　
ス
ー
さ
ん
の
一
日
は
、
家
事
と
事
務

が
自
分
の
仕
事
の
よ
う
だ
。

　
酪
農
の
視
察
が
終
わ
り
、
次
の
米
作

農
場
に
向
か
う
。
途
中
レ
ス
ト
ラ
ン
に

て
昼
食
。
一
時
出
発
。

擢

　
〔
ア
メ
リ
カ
の
米
作
〕

　
車
窓
か
ら
の
眺
め
は
一
変
し
て
広
大

な
農
地
が
広
が
る
水
田
地
帯
へ
と
進
む
。

こ
こ
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
地
方
で
は
、
水
田

一
枚
当
り
の
大
き
さ
は
平
均
四
〇
〇
メ

ー
ト
ル
四
方
と
の
こ
と
。
昔
、
金
鉱
で

あ
っ
た
所
を
水
田
と
し
た
。

笠
　
原
　
荘
介

中
　
島
　
文
　
恵

　
一
八
七
〇
年
代
金
の
発
見
を
機
に
鉄

道
を
作
る
た
め
、
中
国
か
ら
労
働
者
を

大
量
に
入
植
さ
せ
た
が
、
食
べ
る
も
の

が
必
要
に
な
り
米
作
り
が
始
め
ら
れ
た
。

　
長
粒
種
と
日
本
か
ら
の
短
粒
種
の
交

配
を
繰
り
返
し
、
一
九
四
八
年
現
在
の

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
米
（
中
粒
種
）
が
出

来
る
。
品
種
改
良
は
国
で
は
な
く
目
的

に
合
う
よ
う
に
出
資
し
て
研
究
し
て
も

ら
う
と
の
こ
と
。

　
米
作
農
家
ダ
ン
ス
パ
ン
グ
ラ
ー
宅
を

視
察
。

　
早
速
、
土
産
の
は
ん
て
ん
を
着
て
頂

く
。
耕
作
面
積
一
、
六
八
○
診
、
う
ち
、

水
田
六
四
〇
診
、
家
族
五
人
、
農
繁
期

は
人
手
を
増
や
す
。
今
は
一
番
暇
な
時

期
な
の
で
、
自
分
た
ち
で
使
う
機
械
を

自
分
た
ち
で
整
備
し
て
い
た
。
沢
山
の

種
類
の
大
型
機
械
が
庭
に
所
狭
し
と
並

ん
で
い
る
。

　
米
作
り
の
他
に
小
麦
、
ア
ル
フ
ァ
ル

フ
ァ
、
種
子
、
豆
、
砂
糖
大
根
な
ど
が

作
付
け
さ
れ
る
。

　
こ
の
土
地
は
粘
土
質
な
の
で
米
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
み

が
一
番
の
収
入
源
と
の
こ
と
。
籾
の
種

子
蒔
き
は
飛
行
機
で
行
う
。
収
穫
の
時

期
を
考
え
て
調
整
し
て
い
る
。

　
米
作
農
家
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
O

・
五
崔
と
の
こ
と
、
出
荷
は
す
べ
て
農

協
へ
す
る
そ
う
だ
。
米
の
収
量
は
10
■
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
り
平
均
ア
メ
リ
カ
七
〇
〇
～
八
0
0
ー

鴛
、
日
本
で
は
五
〇
〇
～
六
〇
〇
器
、

離
れ
た
所
に
乾
燥
、
調
整
の
設
備
が
あ

り
、
四
七
五
ト
ン
入
り
乾
燥
機
十
七
基
、

も
っ
と
大
量
に
入
る
の
が
数
基
あ
る
。

　
米
一
俵
四
五
鴛
当
り
の
値
段
が
七
ド

ル
六
〇
セ
ン
ト
、
補
助
金
が
三
ド
ル
ニ

O
セ
ン
ト
、
日
本
の
農
業
は
大
変
あ
ま

や
か
さ
れ
て
い
る
と
世
評
で
言
わ
れ
て

い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
も
三
〇
～
四
〇

縄
の
補
助
金
が
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
彼
が
語
る
の
に
こ
の
三
〇
誕
の
補
助

金
が
な
け
れ
ば
米
作
り
は
し
な
い
と
言

う
、
補
助
金
が
儲
け
と
か
。
大
変
以
外

な
言
葉
だ
っ
た
。

　
私
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
米
の
輸
入

に
つ
い
て
、
生
産
農
家
と
し
て
恐
れ
を

感
じ
て
い
た
。
大
型
農
業
に
依
る
大
量

生
産
米
の
大
量
輸
出
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
米
の
生
産
者

が
補
助
金
が
な
け
れ
ば
米
は
作
ら
な
い

と
言
う
。
た
し
か
に
適
地
適
作
野
菜
、

果
実
の
生
産
収
入
は
大
変
な
も
の
と
聞

く
。
日
本
で
も
、
ア
メ
リ
カ
で
も
生
産

農
家
の
悩
み
は
同
じ
な
の
か
も
知
れ
な

い
。　

ガ
イ
ド
の
方
の
話
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
で
は
米
（
稲
）
の
消
毒
は
す
る
必

要
が
な
い
と
の
こ
と
。
毎
日
が
晴
天
乾

燥
で
病
気
も
な
く
虫
も
つ
か
な
い
か
ら

と
。
し
か
し
虫
が
い
な
い
と
言
っ
た
が

雨
が
降
っ
た
と
の
こ
と
で
蚊
が
発
生
、

蚊
に
刺
さ
れ
な
が
ら
の
視
察
で
あ
っ
た
。



いく活で　あにのの　こ用力し条まさ網ン水　う時～雨日五う気　とりし
る寄躍勤果る変砂農日の水第’件れれ目トをシ’期四はくOo象アはカて外
と与が勉樹oえ漠業本水’一こにるる灌ラ利工水はOまら〇十状メ大の関米

の
輸
入
で
日
本
国
民
が
米
に
対

心
が
高
ま
っ
て
い
る
今
、
ア
メ

米
作
農
家
の
視
察
が
出
来
る
こ

変
意
義
深
い
こ
と
と
思
う
。

リ
カ
農
業
を
考
え
る
と
き
ま
ず

況
を
考
え
る
こ
と
に
あ
る
と
思

一
月
か
ら
三
月
に
か
け
雨
期
で
、

～
六
〇
〇
ミ
リ
、
十
日
～
十
五

い
降
る
。
四
月
～
十
月
に
か
け

っ
た
く
降
ら
ず
、
温
度
は
三
〇

度
と
高
く
毎
日
が
好
天
、
こ
の

草
木
縁
枯
れ
砂
漠
化
し
て
し
ま

の
確
保
が
第
一
の
問
題
と
な
る
。

ラ
ネ
バ
タ
山
脈
か
ら
の
雪
解
け

用
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
、
セ

ル
バ
レ
ー
濯
概
計
画
が
完
成
し
、

概
設
備
に
よ
り
完
全
給
水
が
成

様
に
な
り
安
定
し
た
農
業
が
営

よ
う
に
な
っ
た
。
温
暖
な
気
象

恵
ま
れ
大
規
模
機
械
化
を
展
開

こ
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
ア
メ
リ

位
の
農
業
州
と
な
っ
た
。
家
庭

庭
木
、
芝
、
農
業
関
係
す
べ
て

の
恵
み
で
あ
る
。

の
恵
ま
れ
た
気
象
条
件
の
中
で

、
生
活
と
は
ま
る
で
異
な
る
こ

の
大
陸
を
緑
豊
か
な
実
り
の
地

た
努
力
に
は
感
服
の
い
た
り
で

、
疏
菜
、
米
作
り
な
ど
の
分
野

で
研
究
心
の
旺
盛
な
日
本
人
の

ア
メ
リ
カ
農
業
の
発
展
に
大
き

し
た
事
実
は
高
く
評
価
さ
れ
て

言
う
。

あなたも二，二，農業体験をノ
解命識｛｛｛｛衛｛轟幽命命｛｛｛命齢｛｛｛命｛｛｛命｛｛｛轟輔｛議論轟論｛｛｛勲｛命議｛｛｛ぬ｛命ゐ論｛論論論商｛鵯

1農業教育センター県民の日施設一般公開のお知らせ　1
論寧鯉叩叩叩騨轡寧叩寧鯉r劇摩叩轡寧r響鯉叩鯉叩叩叩㌣叩r響叩禦型寧叩Ψ叩甲叩叩・叩叩鯉鯉禦禦寧叩鯉叩叩叩鯉鯉甲噂叩叩叩鯉窮

小・中の生徒のみなさん、一般県民のみなさん、この秋に農業体験をしてみませんか！

当日は、ワクワクの「サツマイモ掘り」、ホクホクの「焼イモづくり」など、楽しい

企画を用意しております。ふるってこ参加ください。素晴らしい自然のなかで秋の昧

覚とオゾンのフルコースをきっと満喫できますよ！γ

　　　期日　平成6年11月14日㈱　午前10時から午後3時まで

　　　場所　江南町御正新田1355－1
　　　　　　埼玉県立農業教育センター　盈0485－36－1586

　　　追伸　おイモには限りがありますのでお早めにお越しください。

　　　　　　当日、ウシさんもみなさんを歓迎いたします。

　　　　　　　　　　　　　　〔………小雨決行します。………〕

　　　　　　　　　　　　“』通　父
　　　鰯》測駄轡
　　　　　　　ぎ

．鷺継1

●

高
崎
線
熊
谷
駅
か
ら
東
武
バ
ス
小
川
町
行
き

　
・
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
行
き

八
高
線
・
東
武
東
上
線
小
川
町
駅
か
ら
東
武

バ
ス
熊
谷
駅
行
き

　
躍
　
　
　
農
業
教
育
セ
ン
タ
ー
前
下
車

　
　
　
　
　
　
紘
気

●

11　月　の　当　番 工事店　名 電話番号

1　　・　6　　。　11　。　16　・　21　・　26 ㈲　松　本　設　備 36－5177

2　。　7　・12　。17・22　・27 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

3　・　8　・13　・18・23・28 ㈱　光　栄　建　設 36－1052

4　・　9　・14　・19　・24　・29 ㈱　コ　バ　ヤ　シ 36－1206

5　・10　。15・20　。25・30 ㈲笠原設備工業所 36－3662

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店か、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

（5）



凝鋤微鵜課銘6弓鱗驚凱・☆』』』畷．1、編「一．．。トビツワス

　　9月24日保育所　9月26日南小学校　10月1日幼、稚園

　　10月2日北小学校　10月3日中学校　10月9日町民体育祭

●

●

朝

O　耐
隣



←

ト・ピリワス、 身近かな器題、ホツトなニュースをお寄せください。

．∴鋳灘饗騨幽顔纈麟，

鵬

麟L’
譲

灘　　　　　　．
鐸講　　 灘

●

→一一ト十・一1一一1一一1一一ト十→一→一一i◎十・一ト十一1一一ト十一ト十十十十一1ゆ1ゆ十十→一！一ト十十十→一ト十一ト十十一1一一1ゆ十十一1一十十一一1φ一ト十十十一ト十十十一1－1。十十十十十十十十・l　l！1‡1舛一÷十

　彩の国ふるさとめぐり

10月6日休）、熊谷県民センター主催で

行われていた移動県政教室が名称を新た

に「彩の国ふるさとめぐり」として行わ

れました。

　これはバスで県の施設を見学し、県政

への理解と関心を高めるとともに、見学

した施設や県政に対する意見・要望を聴

き、県政の運営に役立たせるというもの

で、参加者40名は、伊奈学園総合高等学

校、防災学習センターを見学しました。



ー

ー
十
月

一
日
よ
り

予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
ー
ー

　
予
防
接
種
は
、
伝
染
病
が
流
行
す
る

こ
と
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
予
防
接
種
を

受
け
た
本
人
が
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ

う
に
、
あ
る
い
は
か
か
っ
て
も
重
く
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
役
割
を
も

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
予
防
接
種
は
、
天
然
痘
の

根
絶
や
ポ
リ
オ
（
小
児
マ
ヒ
）
の
流
行
防
止

に
大
き
な
成
果
を
上
げ
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
最
近
で
は
、
衛
生
環
境
の
向

上
や
医
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
伝
染
病
の

発
生
は
極
め
て
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
反
面
、
ま
れ
に
で
は
あ
り
ま
す

が
、
予
防
接
種
の
副
反
応
に
よ
っ
て
、

健
康
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
予
防
接
種
に
関
す
る
正
確
な
情

報
の
提
供
や
、
安
全
な
実
施
体
制
の
整

備
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
予
防
接
種
に
よ
っ
て
健
康
被

害
を
受
け
ら
れ
た
人
へ
の
救
済
策
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
改
正
点

①
予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
病
気
が
変

対象となる病気（8種類）

　
　
　
　
　
わ
り
ま
し
た
。
コ
レ

，
炎
　

ラ
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　
脳
，

饗
本
　

ザ
な
ど
四
種
類
の
病

リ
日
　
　
気
は
予
防
接
種
制
度

ポ
、
Q

・
ん
　
　
、
の
対
象
で
は
な
く
な

き
し

ぜ
風
　
　
　
り
、
一
方
破
傷
風
が

日
．
　
　
新
た
に
対
象
と
な
り

百
つ

・
切
核
ま
し
た
。

炉
は
酷
上
記
病
気
（
八
種

　
　
　
　
　

テ
ん
風
　
類
）
以
外
は
、
自
由

フ
し
傷

ジ
麻
破
に
受
け
ら
れ
る
任
意

　
　
　
　
　
接
種
と
な
り
ま
す
。

②
義
務
接
種
か
ら
勧
奨
接
種
に

　
こ
れ
ま
で
法
律
上
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
た
接
種
が
勧
奨
接
種
（
あ
ら
か
じ
め

十
分
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り

皆
さ
ん
に
進
ん
で
接
種
を
受
け
て
い
た

だ
く
し
く
み
）
に
変
わ
り
ま
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
接
種
に
当
た
っ
て
受
け
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
意
志
の
確
認
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
救
済
施
策
の
充
実

　
予
防
接
種
に
よ
り
健
康
被
害
を
受
け

ら
れ
た
人
に
は
、
現
在
障
害
者
年
金
な

ど
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
年

金
額
が
大
幅
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
介
護
さ
れ
て
い
る
人
に
対
し
、
介

護
手
当
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

i
予
防
接
種
を
受
け
る

　
　
　
　
　
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ
1

　
事
前
に
送
付
さ
れ
る
予
防
接
種
の
説

明
書
を
ご
覧
に
な
り
、
新
し
い
予
防
接

種
法
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
積
極
的

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　

最
近
「
病
気
が
は
や
っ
て
い
な
い
の

で
予
防
接
種
は
も
う
必
要
な
い
の
で
は

？
」
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
。
予
防

接
種
で
抵
抗
力
を
つ
け
て
い
る
か
ら
病

気
の
流
行
が
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
の
を

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
！

●

④
⑪
0
②
0
0
0
0

　
十
月
九
日
、
第
二
十
八
回
町
民
体
育

祭
が
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
秋
晴
れ
の
下
で
盛
大
に
行

わ
れ
、
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
各
競
技
種
目
の
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

0
一
〇
〇
m
競
走
（
一
位
）
タ
イ
ム
（
秒
）

中
学
生
男
子
　
森
田

一
般
男
子
　
　
福
島

〇
五
〇
m
競
走
（
一
位
）

　
一
般
女
子
　
　
田
村

　
5
0
歳
以
上
男
子
野
口

o
一
〇
〇
〇
m
競
走
（
一

小
学
生
男
子

　
一
位

　
二
位

　
三
位

小
学
生
女
子

　
一
位

　
二
位

　
三
位

飯松福
島本田

豊幹
　　　彦

1212

9676

タ
イ
ム
（
秒
）

浩
子
8
・
2
9

俊
雄
7
・
3
1

～
三
位
）

タ
イ
ム
（
分
）

和
弥
3
・
4
2

賢
二
3
・
4
3

雅
人
3
・
4
9

柴
　
　
祥
子
3
・
3
6

中
村
　
麻
利
4
・
0
1

奥
野
　
志
乃
4
・
0
9

〇
一
五
〇
〇
m
競
走
（
一
～
三
位
）

中
学
生
男
子

　
一
位

　
二
位●

　
　
　
タ
イ
ム
（
分
）

長
倉
　
崇
宣
4
・
3
8

野
内
　
隆
宏
6
・
01

一
般
男
子

　
一
位

二
位

三
位

神
谷
　
友
一
5
・
0
4

小
沢
　
弘
之
5
・
0
8

太
田
　
謙
一
5
・
1
0

O
字
別
綱
引
き

　
　
一
位
　
小
江
川

　
　
二
位
　
須
賀
広

　
　
三
位
　
柴

o
字
別
玉
入
れ

　
　
一
位
　
樋
春
南

　
　
二
位
　
下
押
切

　
　
三
位
　
上
新
田

O
女
子
字
別
リ
レ
ー
（
四
人
タ
イ
ム
分
）

一
位
　
中
央

二
位
　
御
正
新
田

三
位
　
野
原

1
・
0
6
・
4
3

1
・
0
8
・
8
9

1
・
1
0
・
0
7

O
男
子
字
別
リ
レ
ー
（
六
人
タ
イ
ム
分
）

一
位
　
三
本

二
位
　
千
代

三
位
　
樋
春
南

O
総
合
成
績
（
得
点
）

優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

四
　
位

五
　
位

千三小中樋
　江　春代本川央南

1
・
2
7
・
0
9

1
・
2
8
・
1
0

1
・
2
8
・
2
8

13　13　14　15　18
、点　、点、　，点、　、点　、点

※
同
点
の
場
合
は
、
玉
入
れ
の
個
数

　
の
多
い
字
が
上
位

（8）



祉
．
見

る
発

、
再

丞

地
名
は
語
る

　
　
　
　
　
い
ぬ
　
　
　
　
か
い

「
犬
飼
」

　
犬
飼
の
地
名
は
現
在
の
三
本
地
区
、

江
南
北
小
学
校
北
側
の
一
帯
を
い
い
ま

す
。
昔
か
ら
、
水
田
・
畑
地
が
大
部
分

を
占
め
て
い
た
場
所
の
よ
う
で
す
。
隣

接
す
る
三
方
の
地
名
も
「
田
」
が
付
い

た
り
、
耕
作
地
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
「
犬
飼
」
は
「
犬
養
」
と
同
意
で
す
。

元
々
の
由
来
は
、
古
代
の
朝
廷
に
仕
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ぬ
か
い
　
べ

た
職
業
民
の
一
つ
で
あ
る
「
犬
養
部
」

に
出
自
を
持
つ
氏
族
の
姓
名
と
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
人
々
が
住
ん
だ
土
地
も
そ
う

呼
ば
れ
ま
し
た
。
犬
養
部
は
安
閑
天
皇

（
六
世
紀
初
頭
）
の
頃
、
設
置
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

専
門
職
業
集
団
に
は
「
馬
養
部
」
　
「
牛

　
　
　
　
う
　
か
い
　
べ

養
部
」
　
「
鵜
養
部
」
な
ど
も
ま
と
め
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
「
犬
養
部
」
は
文
字
通
り
、
犬
を
飼

育
し
、
そ
の
犬
を
自
在
に
あ
や
つ
る
こ

と
を
得
意
と
し
て
い
ま
し
た
。
具
体
的

な
任
務
に
は
、
朝
廷
の
財
物
を
貯
え
た

　
　
　
み
や
　
け

大
蔵
・
屯
倉
な
ど
の
倉
庫
や
、
数
あ
る

宮
城
諸
門
の
警
備
に
着
い
て
い
た
よ
う

で
す
。
こ
の
よ
う
な
職
業
民
は
朝
廷
に

直
属
し
て
い
た
の
で
、
朝
廷
の
勢
力
拡

大
と
共
に
地
方
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
奈
良
時
代
以

降
は
国
家
の
地
方
支
配
の
拠
点
と
し
て
、

国
ご
と
に
国
府
（
現
在
の
県
庁
に
相
当
）

が
設
置
さ
れ
る
と
中
央
派
遣
の
役
人
が

第47話

多
数
任
地
へ
赴
い
て
い
ま
す
。

　
安
閑
天
皇
の
時
代
、
江
南
町
を
含
む

武
蔵
国
は
武
蔵
国
造
家
の
争
乱
と
い
う

大
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
日
本
書
紀
に

記
さ
れ
た
顛
末
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
か
さ
は
ら
の
ゑ
　
　
い
お
　
み

す
。
武
蔵
国
造
の
笠
原
直
使
主
は
同
族

　
お
　
　
ぎ

の
小
杵
と
そ
の
地
位
を
争
い
、
小
杵
は

か
み
　
つ
ド
の
の
き
み

上
毛
野
君
に
援
助
を
求
め
た
。
一
方
、

使
主
は
天
皇
に
援
け
を
求
め
、
つ
い
に

小
杵
を
倒
し
て
地
位
を
守
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
た
め
彼
は
、
お
礼
と
し
て

四
ヶ
所
の
土
地
を
屯
倉
（
朝
廷
の
直
轄

地
）
と
し
て
天
皇
に
献
上
し
た

と
い
う
。
こ
の
事
件
以
後
、
朝

廷
の
勢
力
が
武
蔵
へ
入
り
込
ん

で
き
ま
す
。
屯
倉
の
管
理
者
は

当
然
、
天
皇
家
直
属
の
者
達
で

あ
り
、
多
く
の
職
業
集
団
を
率

い
て
き
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
屯

倉
と
考
え
ら
れ
る
場
所
に
現
在

の
比
企
郡
吉
見
町
周
辺
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
管
理

　
　
　
　
み
ぷ
き
し
う
じ

者
の
長
は
壬
生
吉
志
氏
で
あ
っ

た
と
も
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

壬
生
吉
志
は
後
の
平
安
時
代
に

は
男
会
郡
の
長
官
職
で
あ
る
郡

司
を
務
め
る
な
ど
、
中
央
派
遣

の
出
自
を
持
ち
な
が
ら
も
勢
力

・
財
力
を
貯
え
、
在
地
の
有
力

者
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
そ
の
故
地
は

寺
内
廃
寺
（
花
寺
）
の
あ
る
江
南
町
周

辺
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
犬
養
（
飼
）
を
地
形
起
源
の
地
名
と

す
る
と
谷
間
の
沼
地
を
指
す
語
の
転
化

変
形
と
す
る
可
能
性
を
、
ま
た
別
案
で

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ぬ
い

は
、
近
世
に
で
き
た
乾
（
北
西
）
の
方

角
に
拓
か
れ
た
開
墾
地
を
意
味
す
る
乾

開
（
イ
ヌ
イ
カ
イ
）
↓
イ
ヌ
カ
イ
ヘ
の

変
化
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
し
か

し
、
三
本
の
集
落
か
ら
み
て
東
方
と
方

角
が
異
な
る
こ
と
や
、
開
発
者
の
名
が

付
い
て
い
な
い
な
ど
の
点
か
ら
、
疑
問

猟猟職〉黙猟瓢猟猟猟猟猟猟糖脈猟職糖猟猟㍉

が
残
り
寄
や
は
り
、
古
代
ま
で
謙

る
と
考
え
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
多
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

く
の
問
題
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
す
が
。
　
鷲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

「
安
全
の
暮
ら
し
の
中
心
火
の
用
心
」

　
　
　
全
国
一
斉
秋
季
火
災
予
防
運
動

　
朝
夕
め
っ
き
り
寒
く
な
り
、
い
よ
い

よ
こ
れ
か
ら
火
災
の
多
発
期
に
向
か
い

ま
す
。

　
十
一
月
九
日
困
か
ら
十
一
月
十
五
日

㈹
ま
で
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
本
年
の
上
半
期
に
お
け
る
全
国
の
火

災
件
数
は
三
一
、
三
三
六
件
で
、
前
年

に
比
べ
二
、
七
三
一
件
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
一
日
当
た
り
の
出

火
件
数
で
み
る
と
約
一
七
三
件
と
な
り
、

約
八
分
に
一
件
の
割
合
で
火
災
が
発
生

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
火
災
に
よ
る
死
者
は
一
、
二
一
五
人

で
前
年
に
比
べ
三
四
人
増
加
し
て
い
ま

す
。　

こ
れ
は
、
一
日
当
た
り
約
六
人
の
死

者
が
発
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内
に
お
け
る

火
災
件
数
は
、
昨
年
の
九
二
件
に
対
し

本
年
九
月
ま
で
四
六
件
で
、
昨
年
同
期

に
比
べ
二
一
二
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
原
因
は
、
放
火
及
び
放
火
の
疑

い
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
た
き
火
、
子
供
の

火
遊
び
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
火
災
の
原
因
は
皆
さ
ん
の

注
意
に
よ
り
十
分
防
止
で
き
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
火
災
予
防
運
動
の
重
点
目
標
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
、
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

二
、
物
品
販
売
店
舗
、
旅
館
、
ホ
テ
ル

　
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
す
る

　
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火
安
全
対
策

　
の
徹
底

三
、
社
会
福
祉
施
設
、
病
院
な
ど
自
力

　
避
難
が
困
難
な
人
が
多
数
入
所
し
て

　
い
る
施
設
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策

　
の
徹
底

四
、
工
場
、
倉
庫
及
び
寄
宿
舎
な
ど
に

　
お
け
る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

五
、
地
域
に
お
け
る
防
火
安
全
体
制
の

　
充
実

　
以
上
の
目
標
を
積
極
的
に
推
進
し
、

家
庭
・
職
場
の
火
災
予
防
に
努
め
ま
し

よ
・
フ
。

　
火
の
用
心
の
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

一
、
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

　
を
し
な
い
。

二
、
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

　
で
遊
ば
せ
な
い
。

三
、
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

　
な
い
。

四
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

　
場
を
は
な
れ
な
い
。

五
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　
を
置
か
な
い
。

六
、
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

七
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

　
の
を
近
づ
け
な
い
。

（9）



　　　　　　　　 麟灘羅灘　　馨灘i藩

　犯人を検挙し、事件を解決するた

めに町民の皆さんの犯罪捜査に対す

るご理解とご協力をお願いします。

O「事件かな？』と思ったら迷わず

110番を／
　110番などにより通報が早ければ

早いほど、被害者を無事救出し、犯

人を捕えることができるのです。

○犯罪について知っていることは積

極的に通報を／

　・不審な人や車を目撃したとか、あ

るいは、犯人に似た人を知っている

といった場合には、ためらわず、ぜ

ひ警察に通報してください。

O聞き込み捜査にご協力を／

　あなたの一言が難事件を解決する

重要なカギとなりますので、聞き込

み捜査で捜査員がお伺いした際には、

どんな些細な情報でもかまいません

ので、積極的なご協力をお願いしま
す。

o被害にあったときは必ず届け出を／

　「被害が少ない」　「仕返しが怖い」

などの理由から被害の届出をしない

人が見受けられますが、警察が被害

者の身の安全を守りますので、勇気

を出して警察に届けるようお願いし
ます。

o指名手配犯人検挙にご協力を／

　指名手配犯人を早期逮捕するため

には、皆さんのご協力がぜひとも必

要ですので、指名手配犯人によく似

た人を見かけたなど、指名手配犯人

に関する情報は、どんな些細なこと

でも警察へ通報するようお願いしま
す。

P年末調整等説明会の開催

・本年も年末調整の時期が近づいて

まいりま七た。

　年末調整は、給与から源泉徴収し

た税額と、その年の給与総額を基に

計算した年税額を精算する大切な手

続きです。

　この手続きを間違いなく行ってい

ただくため、年末調整等説明会を開

催します。

　なお、年末調整等関係用紙を会場

でお渡ししますので、ご出席される

際は『年末調整等説明会のお知らせ』

ハガキをご持参ください。

日時11月15日（刈午前10時より

場所勤労福祉センター

★もし納め忘れがあると…・…げ、

・納付期間が不足すると、将来、老

齢基礎年金が受けられなくなる場合

があります。

・障害や死亡の事故があっても障害

基礎年金や遣族基礎年金が受けられ

なくなる場合があります。

★納め忘れに注意してください。

・納付が困難なときは、免除される

制度があります。

★納めた保険料は、全額社会保険料

控除となります。

★国民年金保険料は、性別、年齢、

所得に関係なく一律です。

日時11月13日（日）午前7時30分
　　　　から午前8時まで

場所江南町大字千代411－19
　　　　ゼクセル研修センター及び

　　　　付近一帯

　なお、当日は消防団員を招集する

ためのサイレンを鳴らしますが、火

災と間違わないようお願いします。

　　犯罪捜査にご協力を

　江南町内の、1年間における犯罪

の発生は、30件を超えております。

　　　充実した老後に
　　　　国民年金基金

1　国民年金基金は……
　自営業などの人のために、サラリ

　ーマンなみの老後保障を目的とし

　た基礎年金に上乗せ給付する公的

　な年金制度です。

2　加入できる人は……
埼玉県に住んでいる20歳以上60歳

　未満の国民年金の第1号被保険者

　です。

3　掛金は・一・

加入するときの年齢と選択する年

　金の型・加入する口数によって決

　まります。月々の掛金が68，000円

以内で年金額を設定できます。

お問い合せ・お申し込み

埼玉県国民年金基金

　フiノーダィヤル0120－376525

　〒336浦和市北浦和1－2－5（3F）
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　　農林学級（11月）

開催日 内　　　　　　容 時　間

12日（土1 木工型抜き　翻 10＝00

12召㈹ 木工型抜き　勘 13：30

13日㈱ はくさいの収穫　聯 13：30

16日㈱ きのこ料理e 10＝00

18日囲 木工工作入門教室　e 10：00

～ （道具の使い方から ～

19日㈹ スライド本立て作り） 15：00

20日（日） 木工鉛筆立て　翻 10＝00

25日働 ご汁e 10＝00

25揖働 家庭果樹の植え付けと 13：30

せん定　e
27β（日） 木工教室開放日　e 9：30
27β（旧1 ブロッコリーの収穫④ 13：30
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き

　
　
　
　
　
花

用
象
　
付
せ

　
　
　
　
合

費
対
　
受
問

開催日 内　　　　　容 費　用

7日（月） 冬に向っての洋ラン 無　　料

の手入れと診断

15田㈹ 冬に向っての庭木の 無　　料

手入れ

25日㈱ 家庭果樹の植え付け 無　　料

とせん定

30日㈱ シタラメンを楽しむ 1，000円

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から

　　　行います。
問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　埼玉県農林公園内・植物振

　　　興センター分室費83－2841

　江南町健全育成の集い

　「育てよう　どの子も

　　　　わが子のまなざしで」

　江南町青少年健全育成町民会議で

は、県との共催により、集いを開き

ます。将来の江南町のために発表者

の意見を聞き、また皆さんの意見を

自由に会議にお聞かせください。

日　時　平成6年11月7日（月）

　　　午後1：30～3：00
場所勤労福祉センター2階
内　容　・総務庁長官

　　　　　　　メッセージ伝達

　　　・パネルディスカッション
　　　　（子供会、スポーツ少年団、

　　　　学校等より発表）

　　　税を知る週問

　熊谷税務署では、11月11日㈹から

17日休）までを税を知る週間として、

テーマ「暮らしを支える税」で税を

理解していただくため種々の行事を

行います。

日　時　11月11日働　税金展

場所熊谷ニットーモール
日　時　11月15日（月）納税表彰式

場　所　熊谷商工会議所

　期間後、中学生の税に関する標語

表彰式を行います。

　詳しくは、熊谷税務署総務課まで。

　智21－2905

圖圏圃囮
　　　医療福祉相談会

　病気や障害などにより生じた生活

や家族の問題などについて専門の医

療ソーシャルワーカーが相談に応じ
ます。

日　時　平成6年11月20日（日）

　　　午前10時～午後4時

場所熊谷市八木橋
　　　電話相談（当日のみ）

　　　智048－645－1401

相談料無料
主　催　㈹埼玉県医療社会事業協会

問合せ　㈹埼玉県医療社会事業協会

　　　智048－824－2111　内線3562

　　江南町教育相談室

　教育上の諸問題について相談に応

じています。秘密は守りますので安
心してご利用ください。　　　　　●

相談日　原則として毎週水曜日

申込み　江南町教育委員会

　　　費36－1521　内線237

圏　回　囮
　　国民年金保険料を
　　　納めましたか

　国民年金の保険料を納めることは、

大切な義務です。キチンと納付して、

万一の時や老後に備えましょう。保

険料をまだ納めていない人は早目に

納めてください。
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12，350

12，320

12，290

人／戸

3，600

3，590

3，580

町民のうごき

7月　8月　9月　10月

10月1日現在

加
男
女
踏

12，327人

6，063人

6，264人

3，607

4
　

1
　

Q
U
　
－

十
十
＋
一

平成6年　救急車出動状況

救急出動状況 9　月 累　計

交　　　　　　　通 6件 57件

一　　般　　負　傷 4件 21件

急　　　　　　病 10件 94件

そ　　　の　　　他 3件 17件

合　　　　　　　計 23件 189件
（11）



　　　　しようのすけ
1」、澤　晶之助ちやん

　平成5年11月18日生

　小澤好則・裕巳さんの

長男（11ヶ月）　　三　本

　ぼくは、めったなことで

は泣きません。

　将来は、強い横綱をめざ

しています。

　　　　ゆ　　　か

野本由佳ちゃん
　平成6年1月5日生
　野本　誠・真弓さんの

二女（9ヶ月）　　小江川

　毎日、お姉ちゃんと元気

に動き回っています。

　健康で心のやさしい女の

子に育って欲しいです。

　　　　ゆう　　か

小林優加ちゃん
　平成5年11月19日生

　小林孝志・知江美さんの

二女（11ヶ月）　　小江川

　少し歩けるようになり、

いたずら盛りのおてんば娘

です。

　人に優しく、思いや1）の

ある子になってね！

　　　　きよ　　　と
馬　場　清　登ちゃん

　平成6年1月27日生
　馬場茂次郎・妙子さんの

長男（9ヶ月）　　押　切

　近所で入気者、とても愛

きょうがよく、お歌が好き

な清登です。これからも元

気で思いやりのある子に育

ってほしいと思います。●

我
が
家
の
生
産
物
を

使
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た
自
慢
料
理

大
豆
と
小
魚
の
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養
満
丸
揚
げ

大
沢
幸
子
さ
ん
（
樋
春
南
）

▽
紹
介
し
た
い
理
由

栄
養
価
の
高
い
大
豆
、
小
魚
を
使
っ

　
た
料
理
で
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

　
で
幅
広
く
喜
ば
れ
る
こ
と
か
ら
。
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▽
作
り
方

①
大
豆
は
、
水
で
よ
く
洗
い
一
晩
水
に

　
浸
け
て
お
き
、
く
し
が
さ
さ
る
く
ら

　
い
に
煮
る
。

　
水
気
を
よ
く
拭
き
と
り
片
栗
粉
を
、

　
ま
ぶ
し
て
お
く
。

②
小
魚
は
、
一
七
〇
度
の
油
で
カ
ラ
ッ

　
ト
揚
げ
る
。

③
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
た
大
豆
は
、
②
と

　
同
じ
よ
う
に
揚
げ
る
。

④
鍋
に
砂
糖
・
醤
油
・
み
り
ん
を
入
れ

　
て
弱
火
で
煮
る
。

　
煮
汁
が
糸
を
引
く
く
ら
い
に
な
る
ま

　
で
煮
つ
め
る
。

⑤
④
の
中
に
②
と
③
と
ゴ
マ
を
加
え
、

　
よ
く
ま
ぜ
合
わ
せ
る
。

⑥
皿
に
盛
り
つ
け
る
。

　
　
●

　
お
で
ん
に
、
か
ん
酒
の
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
屋
台
や
縄
の
れ
ん
の
お
で
ん

屋
と
い
う
と
、
ち
ょ
っ
と
若
者
向
き
で

な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

お
で
ん
は
最
近
の
若
者
に
も
人
気
が
あ

り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア

な
ど
で
、
お
か
ず
に
買
っ
て
い
く
姿
を

見
か
け
ま
す
。

　
お
で
ん
と
い
う
の
は
、
煮
こ
み
田
楽

の
愛
称
の
こ
と
で
す
。
田
楽
の
語
源
は
、

田
植
え
の
と
き
豊
作
を
祈
っ
て
踊
っ
た

田
楽
舞
い
に
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
田
楽
は
、
豆
腐
を
焼
い

て
み
そ
を
つ
け
た
も
の
が
起
こ
り
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
こ
ん
に
ゃ
く
や
大
根
、
里

芋
な
ど
の
野
菜
類
、
ア
ユ
や
ウ
グ
イ
、

ヤ
マ
メ
な
ど
の
魚
類
に
も
田
楽
の
手
法

を
使
い
ま
し
た
。
魚
類
の
場
合
を
魚
田

（
魚
の
田
楽
）
、
野
菜
類
の
場
合
を
お

で
ん
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や

が
て
煮
こ
み
に
し
た
も
の
を
、
便
宜
上

お
で
ん
と
名
付
け
た
の
で
す
。

　
煮
こ
み
お
で
ん
は
、
江
戸
末
期
ご
ろ

か
ら
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
　
“
お
で
ん

と
か
ん
酒
4
が
庶
民
に
広
が
り
、
屋
台

な
ど
で
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。　

十
一
月
は
「
ゆ
と
り
創
造
月
間
」
で

す
。
し
っ
か
り
働
き
、
ゆ
っ
く
り
休
む

機
会
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。
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